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Rotary Serving Humanity

人類に奉仕するロータリー

職業研修チーム (VTT) 事業

2010/11 年度に始まった「未来の夢計画」で

VTT プログラムが導入されて以来、当地区では

世界で唯一 VTT 事業を継続して実施していま

す。すべてグローバル補助金を使っての事業で、

「6 つの重点分野」の中の「疾病予防と治療」

をテーマに医療専門家チームの派遣と受入れを

行っています。2010 年からのパイロット期間終

了後も、2013/14 年度  3780 地区（フィリピン・

ケソン市）、2014/15 年度  3310 地区（マレー

シア・コタキナバル）、2015/16 年度  3410 地

区（インドネシア・ジャカルタ）、2016/17 年度  3780 地区（フィリピン・ケソン市）において実施

し、いずれも受け入れもしています。

特徴は、相手地区のロータリアンたちの事業への理解と協力を得るために、福田哲三（名古屋和合

RC）当地区 VTT 委員長は、毎回事前打合せを行い

相手地区のガバナー、財団委員長はじめロータリア

ンの「地区をあげての協力」を得るように努力して

いることです。

例えば、2013/14 年度（3780 地区）では、前年

の同地区の PETS に参加して会長エレクトの皆さん

に VTT 事業に対する理解と協力をよびかけました。

2014/15 年度（3310 地区）は、事前に現地の地区

大会に参加し、スピーカーとして大会出席者に説明

をし、今年度（3780 地区）は現地の地区協議会に

ガバナーメッセージ

ガバナー　服部　良男

Banneux 子ども支援プロジェクト

子ども支援の家プロジェクト
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出席し、分科会で説明をして理解していただきました。

過去いずれの事業でも、相手地区と当地区の両ガバ

ナーエレクトがサンディエゴでの国際協議会で約束をし、

再会を誓い、そしてガバナーが現地研修に同行し、派遣

メンバーの激励と現地ガバナーやロータリアンたちとの

交流をしてきました。そのことによって、両地区での国

際奉仕交流が持続・継続されています。

私は、昨年 12 月にケソンシティー 3780 地区のガバ

ナー Mr.　Dwight　Ramos と地区のロータリーの奉仕プ

ロジェクトに参加させていただき、当地区の VTT プロジェクトの本当の価値を実感してきました。今、

真のロータリアンたちとの出会いに感謝して、今後もお互いに Rotary　Serving　Humanity　を続け

ていく覚悟でいます。

ロータリアンによる障碍者施設プロジェクト

RI3780 Dwight Ramos Governor ケソンシティー　ロータリークラブとの交流
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水と衛生月間について
   　　　　地区国際奉仕委員会　委員長　鈴木宏司

水と衛生月間

2014 年 10 月 RI 理事会は、3 月を重点分野である「水と衛生月間」とし、地

域社会における安全な水の公平な提供、衛生設備や衛生状況の改善、持続可能な

水設備と衛生設備、資金調達、維持管理を地域住民が行っていくための能力向上、

安全な水と衛生の重要性について、地域住民の認識を高めるためのプログラム支

援、水と衛生に関連した仕事に従事することを目指す専門職人のための奨学金支援を強調する月間

としまた。

日本では清潔な飲み水を毎日飲めるのは当たり前のことと感じていますが、2015 年時点で世界で

は 6 億 6300 万人が改善された水源が利用できていません。また 24 億人が改善された衛生設備を使

用できません。

安全な飲料水と改善された衛生設備が手に入れば、子供たちはお腹をこわしたり、感染症にかか

ることもなくなり、健康状態が改善されます。さらに水汲みのために 1 日に何時間も歩く必要が無

くなるため、貧しい家庭の子供たちも学校に通うことができるようになり、教育の機会を得ること

ができます。また女性も、保健サービスを受けに行く時間やお金を稼ぐために働く時間ができ、健

康状態ならびに収入向上などを通じて、貧困の悪循環を断ち切ることができます。

第 2760 地区では、昨年度ミャンマーにおきまして「ワールドフード + ふれ愛フェスタ」の資金と

各クラブ様からの一任金を使って、4 つの学校と 3 つの地域保健センターへ、水洗トイレ、水浴び場、

貯水タンクを贈呈してきました。

今年度は 2 月にラオスにおきまして地域の簡易水道システム贈呈をしてきました。これにつきま

しては「ラオス活動報告」に載っています。

我々ロータリアンは、今後も世界各地の地域に根ざした活動を行い、すべての人々がきれいな水

を飲めるように「水と衛生」改善に取り組んでいかなければならないと思います。
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第 2760 地 区 の 東 名 古 屋 分 区 に お い て、

2017 年 2 月 10 日（金）名古屋東急ホテルにて、

IM を開催致しました。

本年度の I.M. のテーマは「ロータリーの公

共イメージの向上」といたしました。RI 会

長方針「人類に奉仕するロータリー」、服部

ガバナーの方針「真のロータリアンになろう、

ロータリアンを見つけよう」に基づき定めた

ものであります。

当分区 12RC において、全員登録を頂きまして 614 名の会員の方達に参加をして頂きました。

当日の記念講演は、早稲田大学名誉教授　北川正恭先生に「新時代の幕開け―第 4 次産業革命―」

と題して、講演をして頂きました。内容は非常に興味深く、ロータリアンの皆様は、熱心に聞き入っ

ておられました。又、この様な時代において益々ロータリアンの奉仕活動の重要性を北川先生は、問

うておられました。そして、懇親会のアトラクションでは、名古屋「栄」からファッションと音楽を

発信するモデルガールズユニットによる、歌とダンスのパフォーマンスに会員の皆様、おおいに盛り

上がり、12RC の会員相互の親睦がますます深まった事と思います。

IM を開催するにあたり、ホストを務めていただいた名古屋北ロータリークラブの会員の皆様には、

一年前から実行委員会を発足させ、準備をして頂いたお陰で盛会裡に終わる事が出来た事へ感謝し、

ここにご報告致します。

IM❶

東名古屋分区IM報告
東名古屋分区　ガバナー補佐　柴田幸男



GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  Mar 2017 | 2016-17 Rotary International District 2760 |6

2 月 18 日、水ぬるむ季節、春を感じさせる名鉄ニュー

グランドホテルにて国際ロータリー第 2760 地区西尾張分

区 IM が盛大に開かれました。黒野晃太郎ガバナー補佐の

分区の皆様と共に勉強をし、今後のクラブ運営、ロータ

リー活動に生かしていきたいという強い願いのもとに、高

野孫左ヱ門ロータリー公共イメージコーディネーターをお

招きして、特別講演を開催しました。高山敏 IM 実行委員

長の開会の言葉、あま RC 篠田正志会長の 9 クラブの交流

と親睦を深めようと歓迎の挨拶。神野重行ガバナーエレクトより、自分達のク

ラブをどうもっていくかを考える時です。今日の IM をしっかりとやっていきま

しょうとの励ましをいただきました。講演は、「公共イメージ向上とクラブ活性

化」というテーマです。ロータリーのすばらしさは、一貫して目的が達成される

までやりぬく事です。そして外部の人と連動することによってロータリーはすご

いですねと言って戴ける。知らさなければ知ってもらえない。ロータリーの活動

の原点はクラブです。クラブの 3 年後 5 年後の姿を描いてそれに向けて進める

ことが大事です。元気なクラブづくりは地域社会の認知度が高まります。私達のクラブの誇れるもの

を作ろうとする事がクラブの活性化につながります。単年度の事業でなく、3 年ほど取り組んでいく

ことも大切です。ロータリーのファンをつくっていくことも大切です。ローターアクト、インターア

クト、学友の皆さんをクラブの例会に招いて下さい。新しい人との出会いやチャンスを自ら放棄しな

いことが大切です。今までやってきた事を唯、続けていることではなく、新しいことに挑戦をして

いってほしいという言葉で締められました。私はお話を聞いて、社会の変化に対応して、是非取り組

んでいかなくてはと思っている事に対して、新たな一歩が踏み出せる勇気をいただいた思いでいっぱ

いになりました。懇親会では、豊島徳三パストガバナーの楽しげな

シャンパンのお話を交えながらの乾杯でスタート。6 名のアンサン

ブル ･ ルーチェの演奏は落ち着きと優雅さをいっぱい届けてくれま

した。イリュージョニスト ･DAIKI さんの舞台でのまなざしと動き

の速さは、私達ロータリアンに毎日の生活の中にもこの瞬間を大切

にする生き方が大事だと強く感じさせてくれました。最後の渡辺均

IM 実行委員会アドバイザーのにこやかな閉会の言葉に、すっかり

と分区のみなさんの心が一つになりました。

IM❷

『心が一つになった西尾張分区IM』報告
あまRC　IM実行委員　山田尊久

特別講演

主催者挨拶　黒野晃太郎ガバナー補佐

懇親会・アンサンブル･ルーチェの演奏
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2 月 18 日（土）に東三河分区 IM をアークリッシュホテル

豊橋に於いて開催致しました。服部ガバナー、石川パストガバ

ナーをはじめ多くのご来賓の皆様、並びに 280 余名の分区の

メンバーの皆様に登録ご参加を頂き盛会に開催することが出来

ました。

地区方針の最重点課題

「オンラインツールとソーシャルメディアの活動状況」をテー

マとして、地区公共イメージ向上委員会の篭橋委員長に基調講

演をお願いし、RI と地区がどのように SNS 等を活用しロータ

リアン並びに地域の人々に伝えているかを紹介して頂きました。

そして分区内の 4 クラブ（豊橋、豊川、田原パシフィック、豊

川宝飯）の SNS 活用状況を発表して頂きました。各クラブとも

ホームページを充実させていて、フェイスブックなども積極的

に取り入れて活用している状況を紹介できました。残念ながら

肝心のマイロータリーの東三河分区の登録は少なく、まだまだ

活用には至っていない状況も多くの皆様の共通認識として、ま

た今後の目標として確認する機会にして頂けたのでは無いかと

思います。

会食懇親会では ” 東三河をひとつに ” をスローガンに活動され

ているプロバスケットチーム三遠ネオフェニックスの工藤さん

及び豊橋ローターアクトクラブの石川さんによる PR タイムもあ

り、地域の一体感が一層深められた中で楽しい一時でした。

最後に村井ガバナーノミニーにまとめ・講評を頂き、蒲郡 R

の鈴木会長が熱く 2018-19 年度の地区大会開催の思いを述べられ、「手に手つないで」の大きな笑

顔の輪に包まれ会を無事終了することが出来ホッとした次

第です。ご協力を頂いた多くの皆様に感謝申し上げると共

に、今後も東三河分区の発展と各クラブの活性化、地域に

愛され、必要とされるクラブ運営に邁進して頂くことを心

よりお願い申し上げます。

IM❸

東三河分区IM報告
東三河分区　ガバナー補佐　高桑　耐
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1 月 22 日午後 8 時、成田経由でセントレアに無事戻り、迎えに来てくれた名古屋名駅 RC の仲間

と空港内の蕎麦屋で食べた大海老天丼の美味しかったこと。食べ物の美味しい国に生まれ暮らしてい

る幸せを再認識しました。

サンディエゴでの一週間は、まさにホテルの中のみの生活で、自分の人生で一番の勉強タイムでし

た。でも、出かける前に先輩 PG からいろいろアドバイスをいただいていたこともあり、余計な心配

や力みもなく、自然体で乗り切れたことは幸いでした。　

世界中から集まった同期の GE は 539 人（そのうち女性は 103 名）。パートナーを含めると 1000

人以上が入り、200 か国以上の国旗の入場で始まった本会議の場は壮観で、隣り合う異国の同期とお

互いに頑張ろうと握手しながらイアン・ライズリー RI 会長エレクトの開会挨拶を聞き漏らすまいと

傾注して協議会は始まりました。毎日、本会議と分科

会であっという間に時が経ち、気が付けば 20 日最終日

を迎えて、やれやれこれで解散という思いにはちょっ

ぴり淋しさが入っていたことを思い出します。

「ガバナー年度は自分にとって本当のロータリー年

度になる。自分でなくてロータリーがもっと輝くよう

にクラブをサポートして欲しい。」という、イアン・

ライズリー会長エレクトの言葉が心に焼き付いた協議

会でした。

国際協議会出席報告
ガバナーエレクト　神野重行
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私は今、3300 地区、マレーシアのクアラルンプールでこの原稿を書いています。
マレーシアの首都であるクアラルンプールは人口約 200 万人。年間通じて温暖

な気候に恵まれ、雨季はあるものの、台風や地震などの自然災害がなく、とても
住みやすい環境だそうです。中心部には高さ 452 メートルのペトロナス・ツイン
タワーがシンボリックにそびえ立ち、商業施設には日本企業もたくさん進出して
います。周辺には大規模なコンベンションセンターや日本でいうマンションとな
るコンドミニアムなどの建設があちこちで行われ、様々な国の人々が暮らす活気に溢れた街です。今
回はそんな街で活動するローターアクターとの国際交流にやってきました。お互いの地区やクラブの
活動紹介を行いながらの Lunch Meeting、そしてグループに分かれての市内散策で交流と理解を深め
ます。2760 地区のローターアクターはこうして世界のローターアクターとの交流を深め、国際ロー
タリーとして、ロータリーファミリーの一員として、意欲的に活動を行っています。

ローターアクトクラブは、1968 年 3 月 13 日にアメリカ・ノースカロライナ州で発足されました。
その後 RI は、ローターアクト創立 25 周年となる 1993 年に、3 月 13 日を「世界ローターアクトの日」
と定め、その日を含む 1 週間を「世界ローターアクト週間」とし , ローターアクトへの理解と協力と
援助を推進する機会、としました。

現在のローターアクトの活動規模は、毎回変動が激しく正しい数字が不明ですが、177 の国に
9522 のクラブがあり、29 万人余が活動していると報告されています。（2017・RI ホームページ）
そのうち日本では 33 の地区におよそ 300 のクラブ、3200 人余が活動をしており、私たちの 2760 地
区は 9 クラブ、110 名余と人数はそう多くはないのですが、活動内容が他地区のローターアクターか
ら高い評価を得ています。しかしながらその一方で、会員数の少なさから運営の危機に直面している
クラブがあり、そうした評価と現実が一致しているわけではありません。

ロータリーの五大奉仕のひとつである青少年奉仕。どうかこの機会に、ローターアクトへの関心を
高めていただき、ローターアクターとの交流の機会をつくってみてください。ローターアクターの成

長ぶりには目を見張るものがあり、新人類と
言われる若者世代において貴重な人財として
活躍を約束してくれる、そんな青少年をロー
タリーは育成していることを実感ができます。

提唱・協力クラブの皆さまには日ごろのご
支援に深く感謝するとともに、今後も引き続
きのご理解とご協力をお願い申し上げます。
また、提唱や協力クラブだけではなく、すべ
てのロータリアンの皆様にローターアクトに
関心を持っていただきたく思います。どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

委員会活動報告Ⅰ

世界ローターアクト週間について
地区ローターアクト委員会　委員長　西本一幸
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2017 年 2 月 2 日から 5 日、地区国際奉仕委員会と社会奉仕委員会

と共同でラオス、ビエンチャン県ポンホン郡ポンソンブン村の 166 戸

へ簡易水道施設の贈呈をしてきました。村では井戸水が出る家は限ら

れていて、また水汲みは女性や子供たちの仕事となっていて、家事や

学習面の時間を十分持てないという問題もありました。そこで共同で

使える井戸と配水システムを作るため、地区補助金 80 万円と、各ク

ラブからの地区一任金、委員会活動費を使わせていただいた事業で

す。両委員会から 13 名が、ビエンチャン市内から車で約 2 時間かけて、

贈呈式に参加してきました。

式典には、副市長、保健局長や市

の幹部、小・中学生 100 人以上、そして村人多数が参加されました。

そこで、子供たちには、古着・古楽器・サッカーボール・バレー

ボール、ノート、鉛筆、本などを配りました。村人・子供たちに大

変に喜ばれました。

国際奉仕活動をやっていていつも思うのは、現地の人達が本当に喜んでくれていて、特に子供達の

純粋な目で感謝されるのを見て、本当にやっていて良かったなと感じられることです。

簡易水道施設は、高さ 8 メートルで、そこから村の各家庭まで水

道管を布設して供給するものです。各家庭には水道メーターが付い

ていて、利用に応じて使用料を払い施設の維持をしていく仕組みで

す。

贈呈式の翌日には、ラオスの国会議員（元駐日ラオス大使）であ

るケントン・ヌアンタシン氏と夕食を共にしながら、ボケオ県の識

字率向上のためのパソコン・プロジェクターを贈呈しました。

今回初めて委員会の垣根を越えて共同事業ができたこと

は、大変意義があり良かったと思いました。

委員会活動報告Ⅱ

ラオス　補助金事業の報告
地区国際奉仕委員会　委員　高山　進
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青少年交換事業では毎年 8 月下旬に海外から高校生が来日します。この高校生の日本での受入側

関係者は受入クラブ、ホストファミリー、受入高等学校、そして地区青少年交換委員会です。この

関係者が来日学生の現状報告と問題点等を議論する場として

「三者懇談会」が開催されます。現在は年 2 回で今年の 2 月 4

日（土）が第 2 回となります。2 月は学生の滞在期間のほぼ中

間となります。会場は「ウイルあいち」です。「三者」とは①

受入クラブの青少年奉仕委員長、カウンセラー②ホストファミ

リー③受入高等学校の国際交流、担任の先生です。滞在学生 9

名のホストクラブは瀬戸、名古屋北、東知多、刈谷、高浜、岡

崎、名古屋みなと、岡崎南、名古屋清洲です。「三者懇談会」は関係者の情報交換の場です。ホス

トファミリーからは日常生活での様々な話題が出ます。食生活、

健康面、日本語での会話などで、感心したりビックリしたりで

本当に学生それぞれの印象が大きくなります。やはり苦労話も

あります。各ホストファミリーは他の状況を聞き、交換学生全

体の雰囲気を知ることができます。受入クラブからは主にクラ

ブ例会などクラブ行事との関わりなどの報告です。学生は受入

クラブでの例会に出席して近況などを日本語でしています。学

校生活は学生にとって日本での生活の重要な部分です。担任の

先生からの話はクラブ、ホストファミリーにとって気になると

ころです。学生の性格、日本語能力などによりますが、学校内

で友達が多くできること、これが本当に望まれます。随時に委

員会は参加者からの要望、質問を受けます。これは懇談会開催

の目的の一つでもあり、参加者が青少年交換事業を理解し支援

する助けとなります。

今回は懇談会後に懇親会があり、和やかな気楽な気分で参加者が個別に話をすることができました。

これもまた今後の運営に有意義なものであります。

委員会活動報告Ⅲ

地区青少年交換プログラム第２回三者懇談会報告
地区青少年交換委員会　委員長　髙木政義
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地区青少年交換委員会では派遣候補生や海外から来ている留学生を集めてオリエンテーションを開

催しています。早いもので 8 月末に来た留学生たちは日本の生活にも慣れ、日本語も大変上達して

います。我々青少年交換委員も留学生の前ではおかしなことは言えません（笑）

さて、オリエンテーションも今回が 6 回目です。今回は 8 月に応募をしてきた派遣候補生の派遣

先の発表です。派遣候補生は全部で 9 人で派遣先はアメリカは ESSEX 地区（アメリカの東海岸）SC

（アメリカ中部）アメリカ 5650 地区（ネブラスカ州）フィンランド、カナダ、フランス、スイス、

ブラジルの 8 か国です。

青少年交換委員会では 3 か月程かけて、派遣生の希望や、適応性などを委員会で話し合い慎重に

協議してきました。この派遣先発表が派遣候補生にとっては最も大きなイベントです。1 人 1 人派遣

先を伝えると大きな喜びと歓声が上がっていました。

今後委員会では各担当が派遣国の青少年委員長にアプリケーションを送ります。アプリケーション

には派遣候補生の留学への思いや、家族からの手紙も入っています。春ごろには現地の受け入れクラ

ブや、ファーストホストファミリーや派遣候補生が通う学校などが決まる予定です。

この後、派遣候補生はこの夏に派遣される国で必ず行うプレゼンテーション用のパワーポイントの

作成に入ります。現地の言葉などを取り入れて、日本の紹介や、家族や友達などの紹介を分かりやす

く紹介するものです。このアドバイスは帰国生の役目です。こうしてこの青少年交換プラグラムは 3

年が 1 サイクルで回っています。

3 月にはインバウンドも、派遣候補生も楽しみにしている白馬スキー研修があります。沢山の思い

出を作ってもらいたいと思います。

委員会活動報告Ⅳ

地区青少年交換プログラム第６回オリエンテーション報告
地区青少年交換委員会　副委員長　岩月雅章
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20周年実行委員長　松野一彦

おかげさまで名古屋東山RC20周年

おかげさまで、20 周年式典及び懇親会を無事終
える事ができました。1996 年 10 月 10 日に名古
屋和合ロータリークラブ様の子として RI2760 地区
76 番目、名古屋市内の 23 番目のクラブが、ここ
までつつがなく来る事が出来ましたのも皆様のご
指導の賜物であると厚く御礼申し上げます。

＜日時・場所＞
2017 年 2 月 16 日　木曜日　16:00 ～ 20:30　於：

ホテル ルブラ王山
＜記念式典＞
ガバナーエレクト神野重行様、パストガバナー田嶋好博様・千田 毅様、ガバナー補佐深谷友尋

様・柴田幸男様、地区幹事 岩月昭佳様をはじめ地区役員の皆様、名古屋市内 24RC 会長 ･ 幹事様など
計 66 名のご来賓に出席いただき開催いたしました。

ガバナーエレクト神野重行様、ガバナー補佐柴田幸男様から心温まるご挨拶を頂き、その後、
『20 年間の軌跡』ビデオ上映で弊クラブの活動紹介、R 財団・米山記念奨学会・RCC への寄付、親
クラブ名古屋和合ロータリークラブ様への感謝状 ･ 記念品の贈呈と次第を進め第一部の式典は、滞り
なく終了いたしました。

＜記念講演＞　
名古屋市東山総合公園　東山動物園　園長　黒邉雅実 様による
『東山動植物園の歴史と魅力』：画像と共に興味深いお話しを頂きました。
＜懇親会＞
オープニングアトラクションに光ヶ丘女子高等学校ダンス部様による全国大会優秀賞のダンスを鑑

賞した後、乾杯は、金田会長によるシャンパンサーベリングとシャンパンタワーの豪華な演出と地区
幹事 岩月昭佳様の力強い発声で行われました。途中にアルパ（小型のハープ）トリオの演奏を挟み
終始和やかな懇親会でした。最後は、全員が一糸乱れずピッタリと合った『手に手つないで』に感動
してお開きとなりました。

＜会員決意＞
いま、ロータリーは変革期をむかえていると思います。これからは、RI2760 地区、名古屋市内

26RC 単位、分区単位が協力し合った奉仕活動で『奉仕の理想と実践』を実現して行くとものと思っ
ております。私たち会員一同決意を新たにして、皆さんと力を合わせ地域に根付いた奉仕活動を展開
して行く所存であります。何卒、より一層のご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。

周年記念式典報告




